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８
月
28
日
、亀
岡
市
西に
し

別べ
つ

院い
ん

町ち
ょ
う

の「
農

事
組
合
法
人 

犬
甘
野
営
農
組
合
」
へ
、

視
察
研
修
に
行
き
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
犬
甘
野
営
農
セ
ン
タ
ー

研
修
室
に
お
い
て
、
向む
か
い

條じ
ょ
う

一い
ち

郎ろ
う

同
組
合

事
務
局
長
よ
り
、
組
合
の
設
立
か
ら
現

在
ま
で
の
取
り
組
み
、
現
状
と
課
題
な

ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
そ

の
後
、
意
見
交
流
を
行
い
ま
し
た
。 

　

犬
甘
野
営
農
組
合
は
、
昭
和
63
年
、

ほ
場
整
備
事
業
の
換
地
処
分
に
際
し
、

土
地
改
良
設
備
（
農
道
・
水
路
等
）
を

管
理
す
る
公
的
な
団
体
が
必
要
な
こ
と
、

ま
た
農
業
機
械
の
共
同
利
用
に
よ
る
農

作
業
の
効
率
化
を
目
指
す
こ
と
か
ら
設

立
さ
れ
ま
し
た
。 

　

主
な
事
業
と
し
て
、
①
農
作
業
の
作

業
受
託
、
②
農
地
利
用
集
積
の
推
進
、

③
米
・
野
菜
な
ど
の
販
売
、
④
そ
ば
食

の
販
売
、
⑤
消
費
者
と
の
交
流
、
を
柱

に
事
業
を
推
進
し
、
地
域
の
活
性
化
や
、

生
ま
れ
・
育
ち
・
育
ん
で
き
た
ふ
る
さ

と
を
次
の
世
代
に
引
き
継
ご
う
と
努
力

し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
そ

ば
の
加
工
販
売
、
地
元
産
米
の
販
売
に

つ
い
て
は
、
安
定
し
た
経
営
基
盤
を
確

立
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
力
を

入
れ
て
取
り
組
ま
れ
た
結
果
、
収
益
が

増
加
し
ま
し
た
。
そ
ば
食
は
府
内
で
も

好
評
で
、
販
売
額
が
大
き
く
伸
び
て
い

ま
す
。 

　

意
見
交
流
の
あ
と
、
飲
食
店
と
直
売

所
の
「
犬
甘
野
風
土
館
季き

楽ら

」
で
直
売

所
や
飲
食
店
の
様
子
な
ど
を
見
学
し
ま

し
た
。 

　

先
進
的
に
取
り
組
ま
れ
た
農
事
組
合

法
人
で
あ
っ
て
も
、
役
員
の
高
齢
化
や

世
代
交
代
へ
の
悩
み
は
深
い
よ
う
で
、

農
村
の
在
り
方
に
つ
い
て
深
く
考
え
る

視
察
と
な
り
ま
し
た
。 

（
取
材
：
平
野
清
久 

委
員
）

農業委員会のうごき農業委員会のうごき
土地に根差した営農活動を学ぶ

（管内視察研修：犬
い ぬ

甘
か ん

野
の

営農組合） 

▲法人について説明を受ける委員

▲直売所には地元産の野菜が並ぶ ▲地域の湧水で栽培された米
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６
月
20
日
夜
、
南
丹
市
日
吉
町
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
、「
野
生
鳥
獣

か
ら
農
地
を
守
る
講
演
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
京
都
大
学
農
学
研
究

科
講
師
の
高た
か

柳や
な
ぎ

敦あ
つ
し

さ
ん
が
、「
鳥
獣

害
対
策
の
基
礎
と
実
践
ー
獣
害
は
確

実
に
止
め
ら
れ
る
ー
」
と
題
し
た
講

演
を
行
い
、
市
内
の
農
業
者
な
ど
約

１
６
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

高
柳
さ
ん
は
、
シ
カ
・
サ
ル
・
イ

ノ
シ
シ
・
ク
マ
な
ど
の
野
生
動
物
の

生
態
に
あ
わ
せ
て
、
被
害
判
定
や
確

実
な
防
除
方
法
の
指
導
・
実
践
を
長

年
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
美
山
町

の
芦あ
し

生う

研
究
林
に
動
物
が
侵
入
で
き

な
い
柵
を
設
置
し
、
植
物
の
自
然
な

再
生
で
森
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
実
証

実
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

講
演
で
は
、
野
生
動
物
の
防
除
に

対
す
る
考
え
方
、
動
物
の
種
類
で
柵

の
設
置
方
法
、
柵
設
置
後
の
補
修
・

見
回
り
の
手
順
、
柵
の
点
検
の
時
期

と
目
的
な
ど
、
実
践
に
基
づ
い
た
細

や
か
な
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
野
生

動
物
の
存
在
を
認
め
た
上
で
、
鳥
獣

の
生
態
・
行
動
に
応
じ
て
柵
を
作
り
、

さ
ら
に
侵
入
防
止
の
対
策
を
と
る
こ

と
。
柵
を
一
度
で
も
突
破
さ
れ
る
と

そ
の
部
分
か
ら
動
物
が
出
入
り
す
る

た
め
、
設
置
後
の
こ
ま
め
な
点
検
・

補
修
が
大
切
で
あ
る
こ
と
。
日
々
個

人
が
本
気
で
取
り
組
む
意
識
を
持
ち

つ
つ
、
集
落
全
体
で
積
極
的
な
防
除

に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
と
語
り
ま

し
た
。

　

講
演
後
、
地
域
の
抱
え
る
問
題
に

つ
い
て
の
具
体
的
な
質
問
が
参
加
者

か
ら
多
く
出
ま
し
た
。
講
師
が
誠
実

に
返
答
し
、
熱
気
の
あ
る
時
間
と
な

り
ま
し
た
。

（
取
材
：
小
林
義
雄 

委
員
）

　

７
月
11
～
15
日
、
農
業
委
員
と
事
務
局
職
員
・
農
政
課
職
員

が
、
担
当
地
区
を
中
心
に
巡
回
し
、
荒
廃
農
地
状
況
調
査
と
農
地

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。
平
成
28
年
度
の
耕
作
放
棄
地

や
、
農
地
法
に
基
づ
く
許
可
な
ど
を
受
け
た
土
地
の
利
用
状
況
の

確
認
、
優
良
農
地
の
実
態
調

査
、
無
断
転
用
や
遊
休
荒
廃

農
地
の
早
期
発
見
等
、
農
地

を
め
ぐ
る
現
状
把
握
を
行
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、
調
査
の

結
果
に
つ
い
て
、
旧
町
ご
と

の
委
員
で
集
ま
り
、
地
域
別

検
討
会
を
開
催
、
各
農
地
の

状
況
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
調
査
結
果
に
よ

り
、
必
要
に
応
じ
て
農
地
所

有
者
の
方
へ
利
用
意
向
調
査

な
ど
の
通
知
を
送
付
し
ま
し

た
。

▲実践例を紹介する高柳さん

▲熱心に聞き入る受講者

▲農地の荒廃状況を確認する委員

集落全体で無理せず継続して取り組む対策が重要
（野生鳥獣から農地を守る研修会）

農地の現況を確認（荒廃農地状況調査・農地パトロール）

　農業委員が地域の皆さんへ
情報発信する数分間の番組を
「なんたんテレビ」（ＣＡＴＶ・１１ＣＨ）
で放送しています。偶数月の第
３土曜日から第４金曜日の週報
（１日数回）です。
　ぜひご覧ください。

【今後の放送予定】
■１２月１６日土～２２日金週報
■２月１７日土～２３日金週報

農業委員による
番組放送中！
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地域農業の発展を目指し、力強く活動する
団体・個人を紹介します。

農事組合法人 アグリくまざき
（南丹市園部町熊

くま

崎
ざき

）

　
「
農
事
組
合
法
人
ア
グ
リ
く
ま
ざ
き
」
は
、
平
成
29

年
４
月
23
日
に
設
立
総
会
を
開
催
し
、
農
業
法
人
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
熊
崎
地
区
で
は
、
平
成
15
年

か
ら
集
落
営
農
の
勉
強
会
を
開
始
し
、
平
成
18
年
に

熊
崎
農
家
組
合
営
農
部
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
農

地
の
集
積
を
進
め
な
が
ら
、
法
人
化
に
向
け
て
さ
ら
に

ア
ン
ケ
ー
ト
や
先
進
地
視
察
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

熊
崎
地
区
の
現
状
は
、
農
家
数
が
46
戸
で
、
大
半
が

兼
業
農
家
で
す
。
高
齢
化
が
進
み
、
農
業
の
担
い
手
不

足
や
長
引
く
米
価
の
下
落
な
ど
に
よ
り
耕
作
放
棄
地
の

出
現
も
心
配
す
る
中
、「
自
分
た
ち
の
農
地
は
、
自
分

た
ち
で
守
ろ
う
」
と
、
自
作
農
家
の
方
々
や
地
域
の
女

性
の
方
々
に
積
極
的
な
参
加
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
平

成
28
年
11
月
に
農
事
組
合
法
人
設
立
発
起
人
会
を
発

足
し
、
法
人
設
立
の
説
明
会
を
実
施
。
出
資
賛
同
を
得

な
が
ら
、
37
戸
の
農
家
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

当
面
は
、
水
稲
栽
培
に
よ
る
生
産
や
販
売
を
中
心
に
、

今
後
は
ク
リ
の
栽
培
、
農
産
物
の
生
産
・
加
工
・
販
売

に
も
取
り
組
み
を
進
め
、
よ
り
高
い
収
益
性
を
目
指
し

た
法
人
経
営
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
６
月
に
は
参
加
組
合
員
の
女
性
集
会
を
開
催

し
ま
し
た
。「
ア
グ
リ
・
レ
デ
ィ
ー
ス
」
と
し
て
女
性

部
で
年
間
の
活
動
を
行
い
、
農
産
物
加
工
の
レ
シ
ピ
や

各
家
庭
の
味
の
伝
承
な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
集
落
の
活
性
化
を
図
り
、
農
地
・
農
業
を
守

る
集
落
の
担
い
手
と
し
て
、
地
域
で
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

（
文
書
：
東ひ
が
し

野の

裕ひ
ろ

和か
ず

さ
ん　

取
材
：
髙
屋
安
男 

委
員
）
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美
山
町
豊
郷
地
区
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
京
都
桑
田
村
」と
い
う
活

動
組
織
が
あ
り
ま
す
。「
村
」の
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
お
ら
れ
る

柿か
き

迫さ
こ

義よ
し

昭あ
き

さ
ん
を
訪
ね
ま
し
た
。
地
元
公
民
館
や
住
民
と
の
協
働

に
よ
る
地
域
活
性
化
活
動
に
ま
い
進
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
、
婦
人
会
、
壮
年
会
の
活
動
が
難
し
く
な
っ
て
い
く

中
で
、
そ
の
３
者
の
方
々
を
主
な
メ
ン
バ
ー
と
し
て
一
つ
に
ま
と
め

た
組
織
を
立
ち
上
げ
、
森
林
保
全
活
動
な
ど
を
通
じ
て「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
存
続
さ
せ
た
い
」「
都
市
交
流
で
元
気
を
取
り
戻
し
た
い
」と

の
思
い
で
、
平
成
26
年
10
月
に「
京
都
桑
田
村
」を
設
立（
平
成
28
年

4
月
1
日
よ
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
）し
ま
し
た
。
現
在
60
歳
以
上
の
方

45
名
の
会
員
で
活
動
中
で
す
。
教
育
に
養
蚕
を
取
り
入
れ
て
い
る

「
た
か
つ
か
さ
保
育
園
」（
京
都
市
北
区
）と
桑
の
栽
培
を
通
じ
て
交
流

を
継
続
し
、
平
成
27
年
４
月
に
は
京
都
Ｍ
Ｆ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の

協
定
を
取
り
交
わ
し
、
日
本
き
も
の
シ
ス
テ
ム
協
同
組
合
と
の
交
流
、

大
谷
大
学
と
の
交
流
、
古
民
家
を
改
修
し
た「
農
村
・
都
市
ジ
ョ
イ
ン
ト
セ
ン
タ
ー
」

の
開
設（
平
成
27
年
10
月
）で
交
流
拠
点
を
確
保
し
、
持
続
的
に
幅
広
く
活
動
し
て
い

ま
す
。「
京
都
桑
田
村
だ
よ
り
」も
発
行
し
、
住
民
の
絆
を
深
め
る
努
力
も
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
に
よ
り
、
住
民
の
方
は
徐
々
に
元
気
を
取
り
戻
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
同
地
区
に
は
農
地
を
守
る
た
め「
ら
く

ら
く
楽
草
」と
名
付
け
た
畦
草
刈
り
シ
ス
テ
ム

が
あ
り
ま
す
。（
耕
作
で
き
な
く
な
っ
た
）地

主
・
借
主
・
農
事
組
合
が
資
金
を
出
し
合
っ
て
、

年
４
回
の
草
刈
り
を
行
い
農
地
を
守
っ
て
い

ま
す
。

　

農
山
村
の
先
行
き
は
不
透
明
な
面
が
多
い

で
す
が
、
様
々
な
創
意
、
工
夫
、
努
力
で
ふ

る
さ
と
を
守
ろ
う
と
し
て
い
る
柿
迫
さ
ん
や

豊
郷
地
区
の
方
々
の
話
を
聞
き
、
私
も
元
気

に
な
り
ま
し
た
。  （
取
材
：
中
野
貞
一 

委
員
）

　

カ
フ
ェ
べ
ん
べ
ん
は
、
平
成
28
年
11
月
10

日
に
日
吉
町
胡
麻
で
開
業
し
ま
し
た
。
地
元

野
菜
中
心
の
ラ
ン
チ
、
手
作
り
ケ
ー
キ
、
こ

だ
わ
り
コ
ー
ヒ
ー
の
お
店
で
す
。

　

妻
は
ジ
ュ
ニ
ア
野
菜
ソ
ム
リ
エ
の
資
格
を

持
っ
て
お
り
、
野
菜
の
お
い
し
い
料
理
方
法

を
日
々
研
究
中
で
す
。
地
元
の
方
が「
こ
ん

な
料
理
は
初
め
て
」と
び
っ
く
り
さ
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
お
店
の
裏
に
は
小
さ
な
畑

が
あ
り
、
無
農
薬
の
採
れ
た
て
野
菜
も
料
理
に
使
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
神
戸
の
コ
ー
ヒ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー
で
コ
ー
ヒ
ー
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
の
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。
自
身
で
豆
の
選
定
・
焙
煎
・
配
合
し
た
プ

レ
ミ
ア
ム
ブ
レ
ン
ド
は
、
深
い
味
わ
い
の
お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
で
す
。
カ

ク
テ
ル
シ
ェ
ー
カ
ー
を
使
っ
て
泡
立
て
た
カ
フ
ェ
シ
ェ
ケ
ラ
ー
ト
と
い
う
、

他
の
店
で
は
見
か
け
な
い
ま
ろ
や
か
な
ア
イ
ス
コ
ー
ヒ
ー
も
あ
り
ま
す
。

　

店
舗
併
設
の
自
宅
で
は
、
私
の
父
親
、
妻
の
母

親
と
同
居
し
て
い
ま
す
。
介
護
を
し
な
が
ら
の
お

店
で
大
変
で
す
が
、
そ
の
こ
と
で
こ
の
お
店
が
高

齢
者
や
障
が
い
者
に
や
さ
し
い
場
所
と
な
る
よ
う

心
が
け
て
い
ま
す
。

　

地
元
の
方
々
の
憩

い
の
場
所
に
な
る
こ

と
を
目
標
に
、
毎
日

お
客
様
を
お
迎
え
し

て
い
ま
す
。

（
文
書
：
マ
ス
タ
ー

山や
ま

下し
た

裕ゆ
う

司じ

さ
ん
）

▲桑の葉の手入れをしながら話を聞く

場 所 ： 南丹市日吉町胡麻赤坂７－１
電 話 ： ０８０－８９４１－８５２７
定休日 ： 水曜日（祝日の場合は営業、翌日休み）
営業時間 ： 9：30-17：00（ランチ11：00-15：00）

カフェべんべん

「京都桑
く わ

田
た

村
む ら

」
地域おこしに奮闘中

（美山町豊
と よ

郷
さ と

）
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南
丹
市
日
吉
町

の
日
吉
ダ
ム
か
ら

府
道
50
号
線
を
ダ

ム
湖
を
左
に
見
て

進
み
、「
府
民
の

森
ひ
よ
し
」
の
入

り
口
を
右
に
見
て

車
で
約
15
分
。
長

く
続
く
峠
道
を
登

り
き
る
と
、
広
大

な
農
地
が
広
が
り

ま
す
。
山
の
上
高
度
３
０
０
ｍ
の
と
こ

ろ
に
盆
地
が
あ
り
、
自
然
豊
か
で
美
し

い
田
園
風
景
の
広
が
る
神
吉
は
、
約

１
８
０
世
帯
の
集
落
で
す
。 　

　

須
賀
さ
ん
夫
婦
は
、
平
成
25
年
に
京

都
の
宇
治
市
か
ら
家
族
で
移
住
さ
れ
、

現
在
２
人
の
子
ど
も
と
４
人
暮
ら
し
で

す
。
農
園
ｎ
ねｅ
ｇ
ぐｕ
を
開
設
し
、
約
４

ha
の
農
地
で
水
稲
と
野
菜
を
耕
作
し
て

い
ま
す
。
高
校
を
卒
業
後
、
生
花
店
で

10
年
間
勤
務
し
、
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン

の
仕
事
を
求
め
て
フ
ラ
ン
ス
に
海
外
留

学
し
ま
し
た
。
農
業
大
国
で
の
約
１
年

の
間
に
、
牧
場
経
営
の
実
体
験
や
有
機

栽
培
の
野
菜
作
り
な
ど
、
農
業
体
験
の

機
会
を
得
ま
し
た
。
そ
し
て
「
日
本
に

帰
っ
た
ら
、
農
業
を
始
め
よ
う
」
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　

水
稲
は
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
・
サ
サ
ニ
シ

キ
・
も
ち
米
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
府

内
に
限
ら
ず
、
主
に
都
市
部
の
飲
食
店

に
出
荷
し
て
い
ま
す
。
将
来
は
、
こ

の
地
で
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
を
開
設
し
、

培
っ
た
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
も
手
掛
け

て
運
営
す
る
計
画
を
し
て
い
ま
す
。 

　

神
吉
に
暮
ら
し
て
４
年
。
地
域
の
人

の
温
か
い
心
遣
い
や
家
族
の
支
え
に
感

謝
し
、
里
の
文
化
の
香
り
が
残
る
こ
の

地
で
頑
張
れ
る
こ
と
に
誇
り
を
持
っ
て

い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
、
こ
の
美
し

い
ふ
る
さ
と
を
残
せ
る
よ
う
、
暮
ら
し

て
い
き
た
い
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

（
取
材:

梅
津
義
明 

委
員
） 

里
の
文
化
と
暮
ら
し

美
し
い
ふ
る
さ
と
・
神か
み

吉よ
し

を

子
ど
も
た
ち
に
残
し
た
い

八
木
町
神
吉

須す

賀が

　
智と

も

昭あ
き

さ
ん

憩や
す

子こ

さ
ん

特
集

無肥料栽培を実践中です 

須賀さんご家族 
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農業委員
農地利用最適化

推進委員

を購読しませんか
　農業経営と暮らしに役立つ
週刊の農業総合専門紙です。
農業者の視点で、さまざまな情
報をお届けします。

週刊／月4回金曜日発行
月額700円（税込）

　農地を貸したいという農家と農業経営規模の拡大を図りたいという担い手との
間で、安心して農地の貸し借りができる事業です。
　手続きが簡単で、農地法の許可は不要です。（市街化区域外の農地が対象）

・ 契約期間が終了すれば、離作料を支払うことなく、自動的に地主に農地が返ってくる。
・公的機関「農業委員会」が仲介し、安心して農地の貸し借りができる。

利用権設定

問い合わせ・申し込み：南丹市農業委員会事務局　☎ 0771-68-0067

利用権設定とは

「利用権設定」のメリット

貸し借り
安心！

農業経営基盤強化促進法に基いて
農地貸借の手続きをしましょう。

平成30年7月1日からの農業委員会体制について
　平成２８年４月１日に改正農業委員会法が
施行されました。
　農業委員会は、農地等の利用の最適化
（担い手への農地の集積・集約化、耕作放
棄地の発生防止・解消、新規参入の促進）の
推進に取り組む体制が強化されました。

農業委員
　公選制（選挙）が廃止され、地域推薦・公
募により、市議会の同意を得て市長が任命
することとなりました。認定農業者、農業以
外の中立者、女性・青年農業者など、地域の
農業をリードする担い手を登用します。

農地利用最適化推進委員
　新たに設置され、担当地区を定めて農業
委員会が委嘱します。

　南丹市では、平成３０年７月１日から上記の体制となります。平成３０年度からの体制に向けて、条
例の制定や業務内容・募集に関することなどの準備を進めています。委員の人数や報酬、募集の時
期や内容については、今後決まり次第、南丹市の広報紙や、市役所・農業委員会のホームページな
どでお知らせします。

農業委員、農地利用最適化推進委員の
選任のイメージ

市長

農業委員

地域の農業者や農業団体

農地利用最適化
推進委員

任命同意 委嘱

推薦・公募

市議会

農業委員会

▪�農地転用、権利移動など農地法に
基づく業務
▪担い手への農地集積・集約化
▪�耕作放棄地の発生防止、解消の推進など

▪農地の利用状況調査・意向調査
▪�農地適正利用のための現地活動
▪�農地の貸し手・借り手のマッチング
▪新規参入者への支援活動など協力

連携
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　とにかく広い南丹市。
　南丹市のあちらこちらでは、その地域ならではの面白く、
楽しい、また興味深い取り組みがされています。

　そんな南丹市の、あっちこっちのできごとを紹介します。

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
農
園
「
喜き

楽ら
く

園え
ん

」

（
京
都
府
木
津
川
市
山
城
町
）

　

八
木
町
の
東
部
、
旧
船
井
・
北
桑
田
・
南
桑
田
３
郡
の
界「
龍

王
ケ
岳
」を
背
に
氷
所
地
区
が
あ
り
ま
す
。
市
内
有
数
の
穀
倉
地

帯
で
、
約
90 

ha
の
田
畑
を
有
し
た
約
１
３
０
戸
が
生
活
を
営
む
農

村
集
落
で
す
。 

平
成
25
年
度
に
ほ
場
整
備
事
業
が
完
了
し
、
次

代
に
送
る
農
業
基
盤
が
整
い
、
生
産
組
合
組
織
も
活
動
し
て
い
ま

す
。 

　
平
成
19
年
度
か
ら
、
氷
所
地
域
に
あ
る
も
の
は
、
農
地
・
農
業

用
施
設
は
も
と
よ
り
、住
む
人
も
ま
た
資
源
で
あ
る
と
位
置
づ
け
、

「
氷
所
地
域
資
源
保
全
委
員
会
」を
組
織
し
ま
し
た
。
平
成
２４
年
度

か
ら
は
、
子
供
会
や
育
友
会
員
を
中
心
に
、「
自
分
の
住
む
と
こ

ろ
を
知
ろ
う
」、「
農
業
用
水
と
周
辺
地
域
」、「
農
作
業
と
食
」を

テ
ー
マ
に
交
流
学
習
を
行
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
、今
一
度
、

老
若
男
女
が
集
い
、
語
り
合
い
、
交
流
を
図
る
中
で
、
氷
所
の
現

状
を
知
り
、
集
落
の
在
り
方
を
と
も
に
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
し

た
。
平
成
28
年
度
、
一
つ
の
物（
か
か
し
）を
作
る
作
業
を
行
い
、

農
村
文
化
に
触
れ
な
が
ら「
ふ
る
さ
と
氷
所
を
守
り
育
て
る
意
識
」

の
高
揚
を
図
る
た
め
、
か
か
し
祭
り（
か
か
し
コ
ン
ク
ー
ル
）を
開

催
し
ま
し
た
。
作
る
喜
び
と
と
も
に
、
語
り
合
う
楽
し
さ
が
あ
っ

た
と
好
評
で
、平
成
29
年
９
月
、２
年
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。 

　
９
月
３
日
か
ら
の
展
示
期
間
に
は
、
昔
な
が
ら
の
か
か
し
の
ほ

か
、
子
ど
も
や
女
性
、
有
名
人
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
表
現
し
た
、

個
性
と
工
夫
の
あ
ふ
れ
る
力
作
22
作
品
が
、
実
り
の
秋
に
稲
穂
が

垂
れ
る
の
を
見
守
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
（
氷
所
地
域
資
源
保
全
委
員
会　
人
見
日ひ

出で

男お

さ
ん
）

　

７
月
16
日
、
友
人
が
木
津
川
市
で
農
園
を

経
営
し
て
い
る
と
聞
き
、
近
所
の
友
人
８
名

で
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
狩
り
に
出
か
け
ま
し
た
。

約
50
ａ
の
農
園
に
、
千
本
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

が
ぎ
っ
し
り
栽
培
さ
れ
、
実
も
た
わ
わ
に

実
っ
て
い
ま
す
。
入
園
料
２
千
円
で
バ
ケ
ツ

い
っ
ぱ
い
約
３
㎏
を
持
ち
帰
れ
ま
す
。
次
々

と
お
客
さ
ん
が
来
ま
し
た
が
、
農
園
が
広
い

の
で
、
ど
こ
で
摘
ん
で
い
る
の
か
わ
か
ら
な

い
く
ら
い
で
し
た
。
50
分
く
ら
い
で
バ
ケ
ツ

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。「
孫
や
家
族
へ

の
よ
い
土
産
に
な
っ
た
」、「
ジ
ャ
ム
に
し
よ

う
」、「
近
所
に
も
あ
げ
よ
う
」、「
来
年
も
ぜ

ひ
来
た
い
」な
ど
話
は
弾
み
、笑
み
が
絶
え
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

午
後
は
久
し
ぶ
り
に
奈
良
の
東
大
寺
を
お

参
り
し
、
鹿
と
た
わ
む
れ
た
後
、
帰
路
に
つ

き
ま
し
た
。

　

今
回
、
南
丹
市
か
ら
木
津
川
市
の
交
通
が

非
常
に
よ
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
驚
き
ま
し

た
。
京
都
縦
貫
道
、
第
二
京
阪
道
、
京
奈
和

道
が
相
互
に
連
結
し
て
お
り
、
美
山
町
知
井

か
ら
で
も
約
２
時
間
た
ら
ず
で
行
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

山
城
地
方
が

グ
ン
と
身
近

に
感
じ
ら
れ

た
１
日
で
し

た
。

「
氷ひ

所ど
こ
ろ

の
か
か
し
祭
り
」（
か
か
し
コ
ン
ク
ー
ル
）

旅人： 中野貞一 委員

編 集 後 記 　園部町の天引八幡神社で、毎月第２・第４日曜日に開催される「天引むくむく市」。神社の大きな
むくの木にちなんだ名前とのこと。毎回多くの方の活気と笑顔にあふれています。（関 隆宏 委員）

▲ブルーベリー摘みに笑顔が
　こぼれます

▲お地蔵さんと子どものかかし

▲ため池に展示されたかかし

平成２９年８月１２日、南丹市農業委員　原
はら

田
だ

 均
ひとし

氏（享年７０歳）が逝去
されました。平成２１年７月から農業委員として地域農業の発展にご尽力
いただきました。生前のご功績を偲び、心からご冥福をお祈り申し上げます。
※ 園部町天引・南八田・法京・大河内は、奥村安治委員の担当地区となります。

◆
広
報
委
員
会

【
美
山
町
】

 

梅
津
義
明

 

中
野
貞
一

【
園
部
町
】

 

平
野
清
久

 

小
林
義
雄

 

関　

隆
宏

【
日
吉
町
】

 

宇
野
十
三
治

 

谷
口
定
己

【
八
木
町
】

 

波
部
良
典

 

葊
瀨　

但

 

德
山
憲
司

※ 

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
狩
り
は

　

７
～
８
月
頃（
要
予
約
）


